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読売福祉文化賞
　21世紀を迎え、支援が必要な方へのニーズはますます多様化しています。読売光と
愛の事業団は、そうした時代を先取りする賞として、2003年にプルデンシャル生命とと
もに「読売プルデンシャル福祉文化賞」を創設しました。07年に現在の「読売福祉文化賞」
となり、これまで計20回にわたって、全国から独創的で発展性のある福祉文化事業の
取り組みを公募し、実績のある99の団体・個人を表彰してきました。10年には「一般
部門」と「高齢者福祉部門」の２部門とし、部門ごとに各３件を選び、副賞として活動
支援金100万円を贈っています。
　20回という節目を迎え、これまでに受賞された団体・個人のうち、現在も活動中の
中から22団体・個人の皆さんにお願いし、今取り組んでいる事業などの近況を報告し
てもらいました。

読売光と愛の事業団　理事長　水田邦雄

第20回を迎えて
第２回から審査員、選考委員を務める
　読売新聞東京本社編集委員　保高芳昭

　この賞は20年前、「福祉賞」ではなく「福祉文化賞」と銘打って誕生しました。
それは、福祉に関わる方々のご苦労に報いるだけにとどまらず、福祉の現場か
ら新しい価値観や文化を創造する動きを見いだし、応援していくことを目指し
たからです。
　私自身は第２回から女優の栗原小巻さんとともに審査員に加わり、以来、数
多くの皆さんの「福祉文化」活動を拝見してきました。毎年秋の審査会はいつ
も白熱した議論になります。たくさんの素晴らしい活動に対して、限られた数
しか贈賞できないのがもどかしく、「受賞枠をもっと増やせないのか」と審査員
が事務局にかみつく光景は毎年の恒例と言っていいでしょう。各回の受賞者・
団体の名前を見ると、その年の審査会での熱いやりとりが思い起こされます。
　これまでの受賞者・団体の皆さんはもちろん、応募いただいたすべての方々
が「福祉文化の創造者」です。私は毎年、福祉現場の困難をエネルギーに変
えていくクリエイティブな皆さんの姿に驚き、勇気づけられてきました。そして
これからも、読売新聞を通じてこの思いを多くの人に伝え、共有していきたい
と思います。



●応募数推移
年 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 計
回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
一般 169 45 61 92 63 41 56 73 78 91 68 71 63 47 69 75 47 48 45 58 1360
高齢 32 32 45 42 31 30 13 41 23 28 17 18 22 374
計 169 45 61 92 63 41 56 105 110 136 110 102 93 60 110 98 75 65 63 80 1734

●歴代審査員（敬称略・肩書は当時。10回からは選考委員）

1回 一番ケ瀬康子
（委員長）

日本福祉文化学会会長

石渡　博幸 厚生労働省障害福祉専門官
河野　一郎 プルデンシャル生命副会長
五阿弥宏安 読売新聞東京本社論説委員

２、３回 一番ケ瀬康子
（委員長）

日本福祉文化学会会長

石渡　博幸 厚生労働省障害福祉専門官
河野　一郎 プルデンシャル・ファイナンシャル（３回は同生命元社長）
栗原　小巻 女優・ユネスコスペシャルアドバイザー
保高　芳昭 読売新聞東京本社論説委員　

４回 一番ケ瀬康子
（委員長）

日本福祉文化学会会長

茅根　孝雄 厚生労働省障害福祉専門官
河野　一郎 プルデンシャル生命元社長
栗原　小巻 女優・ユネスコスペシャルアドバイザー
保高　芳昭 読売新聞東京本社論説委員　

５～７回 栗原　小巻 女優・ユネスコスペシャルアドバイザー
茅根　孝雄 厚生労働省障害福祉専門官
安藤　雄太 東京ボランティア・市民活動センター副所長
馬場　　清 日本福祉文化学会事務局長（７回は浦和大学准教授）
保高　芳昭 読売新聞東京本社論説委員　

８～20回 栗原　小巻 女優
高木　憲司 厚生労働省障害福祉専門官（12回からは和洋女子大学准教授）
安藤　雄太 東京ボランティア・市民活動センターアドバイザー
袖井　孝子 一般社団法人シニア社会学会会長
馬場　　清 �日本グッド・トイ委員会事務局長（15回からは東京おもちゃ美術館

副館長、19回からは日本福祉文化学会副会長）
保高　芳昭 読売新聞東京本社論説委員(10回からは同社編集委員)　



読売福祉文化賞歴代受賞者一覧（1回～20回）

第９回 （2011年度）
【一般部門】
橋田　隆明さん（千葉県流山市） P.9

ゆめ風基金（大阪市） 
クーピーファッションアートグループ（沖縄県読谷村）

【高齢者部門】
活き粋あさむし（青森市） P.10

すずの会（川崎市） 
住宅支援びんごNPOセンター（広島県尾道市） 

第１０回 （2012年度）
【一般部門】

輝くなかまチャレンジド（宮城県石巻市) 
ぱれっと（東京都渋谷区） 
竹内　昌彦さん（岡山市） 

【高齢者部門】
下宿屋バンク（横浜市） 
摂津市人材サポート・ビューロー（大阪府摂津市） P.11

いけま福祉支援センター（沖縄県宮古島市）

第８回 （2010年度）
【一般部門】
デフ・パペットシアター･ひとみ（川崎市） P.7

日本ホスピタル・クラウン協会（名古屋市） P.8

エクスクラメーション･スタイル（京都府八幡市）
【高齢者部門】

わたぼうしの家（北海道釧路市） 
高齢者外出介助の会（大阪市） 
智頭町百人委員会 コントリビューションの会（鳥取県智頭町）

第１回 （2003年度）
名取　美和さん（タイ在住） 
大橋　晃太さん（東京都世田谷区） 
命輝け京都第九コンサートの会（京都市） P.1

第３回 （2005年度）
貝谷　嘉洋さん（東京都千代田区） P.2

道村　静江さん（横浜市） 
なごみの里（島根県知夫村）

第２回 （2004年度）
箕輪　一美さん（横浜市） 
矯風会ステップハウス（東京都新宿区） 
人情集団An－Pon－Tan（三重県鈴鹿市）

第４回 （2006年度）
ハート・プラスの会（大阪府寝屋川市） P.3

矢野未友木さん・百花さん（大阪市） 
森　浩昭さん（広島市）

第５回 （2007年度）
竹ノ内　睦子さん（東京都世田谷区） 
高橋　竹夫さん（石川県加賀市） P.4
しぶし夢しずく工房（鹿児島県志布志市）

第６回 （2008年度）
スマイルクラブ（千葉県柏市） 
エコパートナー（鳥取県米子市） 
紫会（東京都世田谷区）

第７回 （2009年度）
さなぎ達（横浜市） 
京都ＹＷＣＡ･ＡＰＴ（京都市） P.5

ＪＯＹ倶楽部プラザ’（福岡市） P.6

※太字は近況を報告していただいた受賞者
　団体名は受賞当時の名称です



第１１回 （2013年度）
【一般部門】

CPサッカー＆ライフ　エスペランサ（川崎市）
SOHO未来塾（長野県松本市）
手話エンターテイメント発信ネットワークoioi（大阪市） P.12

【高齢者部門】
よかよかネットワーク（福岡県大牟田市） P.13

高齢者・障がい者の旅をサポートする会（東京都目黒区）
ホームレス自立支援 市川ガンバの会（千葉県市川市）

第１6回 （2018年度）
【一般部門】
柿島　光晴さん（東京都町田市） P.20

障害者スキー普及講習会実行委員会（神奈川県厚木市）
大阪精神医療人権センター（大阪市）

【高齢者部門】
くしろ高齢者劇団（北海道釧路市） P.21

アテラーノ旭（高知市）
りぷりんと・ネットワーク（東京都千代田区）

第１2回 （2014年度）
【一般部門】

エスニコ（札幌市）
モンキーマジック（東京都武蔵野市） P.14

がん心のケアの会（名古屋市）
【高齢者部門】

網地島ふるさと楽好（宮城県石巻市）
いきいき百歳応援団（高知市） P.15

淞北台いきいきライフを推進する会（松江市）

第１7回 （2019年度）
【一般部門】

Being ALIVE Japan（東京都世田谷区）
楽の会リーラ（東京都豊島区） P.22

そらいろプロジェクト京都（京都市）
【高齢者部門】

みんなのピアノを贈る会（水戸市）
新田の風（長野県上田市）
外国人高齢者と介護の橋渡しプロジェクトチーム（名古屋市）

第１3回 （2015年度）
【一般部門】

ぷかぷか（横浜市）
ことばの道案内（東京都北区）
「飛んでけ!車いす」の会（札幌市） P.16

【高齢者部門】
中西ヘルスポイント実行委員会（島根県益田市）
福祉劇団鶴亀（宮城県柴田市）
神戸定住外国人支援センター（神戸市）

第１8回 （2020年度）
【一般部門】

Ｆｉnｅ（東京都江東区）
愛実の会 人形劇団紙風船（名古屋市）
プール・ボランティア（大阪市）

【高齢者部門】
じゅんちゃん一座（青森県十和田市）
居場所創造プロジェクト（岩手県大船渡市）
平戸平和台地区地域運営協議会（横浜市）

第１5回 （2017年度）
【一般部門】

ふきのとう文庫（札幌市）
せいかつをゆたかに実行委員会（大阪府堺市）
ホスピタル・プレイ協会（静岡市）

【高齢者部門】
あびこ・シニア・ライフ・ネット（千葉県我孫子市）
フラワー・サイコロジー協会（京都市） P.19

在宅介護を支える家族の会（山形県村山市）

第2０回 （2022年度）
【一般部門】

シブヤフォント（東京都渋谷区）
響愛学園パラ・アーティスト・マネージメント協会（愛知県一宮市）
タンデム自転車ＮＯＮちゃん倶楽部（松山市）

【高齢者部門】
ＳＥＴ（岩手県陸前高田市）
たすけあいの会ふれあいネットまつど（千葉県松戸市）
ＵＰＴＲＥＥ（東京都小金井市）

第１4回 （2016年度）
【一般部門】

チャイルドファーストジャパン（神奈川県伊勢原市）
札幌いちご会（札幌市）
シアター・アクセシビリティ・ネットワーク（東京都世田谷区） P.17

【高齢者部門】
グループゆう（仙台市） P.18

箱の浦自治会まちづくり協議会（大阪府阪南市）
抱樸（北九州市）

第１9回 （2021年度）
【一般部門】

ア・ドリーム　ア・デイ　ＩＮ　ＴＯＫＹＯ（東京都品川区）
ホットライン信州（長野県松本市）
日本卓球バレー連盟（京都市）

【高齢者部門】
ソシオキュアアンドケアサポート （東京都大田区）
コーチズ（広島市）
ろう高齢者の豊かな生活を支える会　陽だまり （北九州市）

※表紙の写真は、左から第20回の授賞者の皆様、NONちゃん倶楽部、SETの活動
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　2018年の第13回命輝け京都第九コンサートは約450人の大合唱団の参加のもと、共生する社会を具現化する
ためにハンディのある人もない人も入り混じって歌い、大成功を収めることができました。しかし、コロナ禍の
ために2020年に開催予定だった第14回は中止になって
しまいました。約３年間、活動ができませんでしたが、ベー
トーベンが聴力を失いながらも楽譜に向かい第九を書き
あげたことを思い出し、弱気になる気持ちを奮い立たせ
ることができました。第15回に向け、団員から「歌いたい」
「会いたい」という声が上がり、2023年１月15日に200
人が集まり、「いのちの集い」という演奏会を京都市内で
開催しました。第九の合唱指導もあり、久しぶりに熱い
気持ちがよみがえりました。終演後は「こんな演奏会に
また参加したい」という大きな温かい拍手に包まれまし
た。大合唱団で早く歌える日が来るのを楽しみに活動を
継続する所存です。� （理事長　久馬正義）

第１回　2003年度

2004.4.2 付　読売新聞朝刊特集面

会場に掲げたベートーベンの垂れ幕
（2023年１月15日、「いのちの集い」で）

楽聖思い 気持ち奮い立たせる
200人集まり、待望の演奏会近況
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　受賞後も、都内だけではなく北は宮城、南は大分まで毎年、地方
に出かけ、ジョイスティック車の試乗会やワークショップを行って
きました。その後、2015年に故障のため、泣く泣く廃車にしました。
障がい当事者をはじめ関係者の啓発にはつながり、国産車の開発や
並行輸入によってジョイスティック車を運転する人が増えました
が、社会全体として普及するというところまでは至っていません。
我が国の車による障がい者の移動については、先進諸国の中でも特
に遅れており、今後も啓発活動を続けていく必要性を感じます。
　私自身の活動は、その後、障がい者の国際舞台芸術コンクール
「ゴールドコンサート」の主催にシフトしました。これは、社会参
加の重要性を啓発するために、毎年1回、障がいを持つ音楽家やダ
ンサー10組が東京国際フォーラムに集まり最高賞を目指す、千名
規模の音楽イベントです。
� （NPO法人日本バリアフリー協会代表理事　貝谷嘉洋）

2005.12.14 付　読売新聞朝刊特集面

「第18回ゴールドコンサート決
勝大会」実行委員長として舞台
挨拶する貝谷さん

障がい者車移動 未だ長い道のり
今は音楽イベント開催に傾注近況

第３回　2005年度
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　受賞の翌年（2007年）にＮＰＯ法人として登録し、本格的な活動を始めました。内部障害者であることを示
すハート・プラスマークの普及に努めています。当初、名古屋市にあった事務局を2017年に大阪府寝屋川市に
移転しました。
　当マークは、内閣府のホームページでも福祉に関わるマーク
の一つとして紹介され、全国の多くの自治体のホームページに
も掲載されるようになりました。最近は、障害者用駐車場でも
掲げられるケースが目立っています。佐賀県から始まったパー
キングパーミット制度（駐車場利用証制度）では、利用証のデ
ザインに当マークを採用する府県が増加。公共交通機関でも、
優先座席には内部障害を表わすマークデザインが加わり、「内
部障害」という言葉の認知度も上がっているようです。
　さらに、「内部障害」への理解を広げるため、新たに小学校
高学年向けのＤＶＤを製作。学校教育の場で使っていただける
よう活動を開始したところです。� （代表理事　鈴木英司）

第４回　2006年度

2006.12.18 付　読売新聞朝刊特集面

「内部障害」への理解を広げるため製
作した小学校高学年向けのＤＶＤ

「内部障害」の認知度高まる
DVD作成し小学生にもPR近況



4

　福祉文化賞をいただいた直後、たくさんの問い合わせがあり、世の中には、こんなに困っておられる方がまだ
まだおられるのだと、改めて気づかされました。
　ひとりひとりと向き合い、何を悩んでいるのかひとつひとつ解きほぐしていくやり方は、今も変わりません。
また、相談に来た子が数年後、元気な顔をして遊びに来て
くれた時、「こんな私でも人様のお役に立てたのかな」と
心の中があたたかくなります。
　近年はコロナ禍により、大きな活動は出来ませんでした
が、「かけこみ寺」の門だけは閉じることなく、今日に至
りました。
　私はこれまで「支援する側」で活動してきましたが、今
日では、過去に支援させていただいた人達が、支援する役
割を担ってくださっております。福祉の輪が引き継がれて
いく様をこの目で見ることが出来ました。これまで出逢っ
た多くのご縁に心から感謝しております。� （高橋竹夫）

2007.12.17 付　読売新聞朝刊特集面

コロナの終息を願って万羽鶴を折った作
業所の皆さん。左端が高橋さん

ひとりひとりに向き合うやり方変わらず
支援したひとが支援してくれるように近況

第５回　2007年度
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　コロナ禍でも活動は継続しています。相談者の中には、仕事が減ったり、仕事を失ったりする人も出てきまし
た。また、母子生活支援施設などでは外出を制限するため、自立に向けて働き始めることができなかったり、子
どもも不安定になったりしています。最近は、DVで夫から
逃れてきた人、母国から子どもの認知と日本国籍を求めて来
る人などが増え、ケースに合わせて必要な場所に同行するこ
とが多くなりました。相談者の出身国もインドネシア、ベト
ナム、ネパールなどの人が増え、通訳を依頼する必要性も増
しています。私たちの活動は京都市内に限らず、京都府、大
阪府、滋賀県、奈良県などにも及んでいます。交通費などは
相談者に請求できないので、副賞を頂いたことは活動を維持
するためにありがたいことでした。複雑なケースがますます
増える中、知識と相談技術をさらに高めるため、改めて私た
ち自身の研修に取り組み、より良い相談対応ができるよう心
掛けています。� （代表　安藤いづみ）

2010.2.23 付　読売新聞朝刊特集面

電話相談に応じるメンバー（2022年
12月26日、京都YWCA・APTで）

コロナ禍でも活動継続
出身国増えて通訳依頼も近況

第７回　2009年度
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　1993年の活動開始から間もなく30年を迎え、現在メンバーは33人に増えました。「お呼びがかかればどこへ
でも」を合言葉に日本中、時には海外にもJOY倶楽部の音色をお届けしています。公演活動は年間50本ほどに
及び、障がいのある演奏者がコンサートを通じて演奏活動をすることで社会と繋がっています。
　新型コロナウイルスの影響により、コンサートを含む
エンターテインメント業界は大きな打撃を受けました。
私たちもコンサート活動の制限を受け、お客様の前での
演奏活動は随分と減りましたが、「いつコンサートの依頼
が来ても万全の態勢で取り組めるように」と事業所にあ
るスタジオ内での日々の練習は欠かさず毎日行ってきま
した。最近では、オンラインでのコンサートのほか、徐々
に集客を目的としたイベントやコンサートの依頼も以前
のように戻りつつあります。次の40年に向けて音色を
もっともっと世界中に届けていきたいと思います。
� （JOY俱楽部副施設長　岡部秀輔）

第７回　2009年度

2010.2.23 付　読売新聞朝刊特集面

2020年１月のニューイヤーコンサート

お呼びがかかればどこへでも
オンラインでコンサートも近況
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　受賞から13年目になります。その間も、2011年に「森と夜と世界の果てへの旅」、18年に「河の童」と、ろ
う者と聴者の協働の可能性を追求する人形劇作品を発表し、全国各地での上演活動を続けてきました。2021年
からは「高齢ろう者×アートプロジェクト」を始動。これは、高齢のろう者が歩んできた半生を当事者と芸術家
チームが一丸となってアートに昇華するシリーズです。22年には、ろう者と聴者が入り混じった多彩な外部ス
タッフを迎え、新作「百物語」を発表。芸術性と情報保障の両立を目指した試行錯誤が、この人形劇に新鮮な表
現をもたらしました。
　コロナ禍によって私たちの生活は大きく変わりました。例えば、オンライン会議では話している相手と目が合
いません。必要な情報は伝えられる一方、世間話の親密さに
は繋がりにくいようです。今まではその意味を考えもしなかっ
た生活の当たり前が、その意味を顧みられることもなく、い
つの間にか失われていく。そんな気もします。翻ってみれば
私たちが取り組んできたものも、そんな「不要不急」のひと
つかもしれません。身体や表情や人形の動きによって伝わる
何か。障害の有無や文化の違いも越えた、普遍的な人間の繋
がりを、今後も人形劇で発信しつづけたいと思います。
� （企画制作担当・池内剛志）

2010.12.6 付　読売新聞朝刊特集面

人形劇「百物語」の舞台（2022年）

障害の有無や文化の違いを越え
普遍的な人間の繋がりを発信近況

第８回　2010年度　一般部門
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　協会の活動は15年を超えて確実に広がり、北海道から沖縄まで96病院を150人の協会認定クラウンが訪問を
しています。日本でこの活動を文化として根付かせつつあります。また、東日本大震災、熊本地震の被災地域に
も通い続けてパフォーマンスをし、心のケアをしてきたと思っています。
　コロナ禍において、病院への入室制限が出た時には動画配信、オ
ンライン・パフォーマンスなど、「今できること」を意識してきま
した。病室と家庭とスタジオの３か所をオンラインで結び、同じパ
フォーマンスを、同じタイミングで観ることにより、家族が一緒に
いるような感覚を得て、さらにその時生まれたその笑顔を1枚の似顔
絵にしてプレゼントする企画は、世界中に配信されました。非接触
が条件でありますから、ベランダから病室内の子どもにパフォーマ
ンスをするなど、クラウンにしかできない工夫をしております。
　このような活動が評価され、2021年、世界道化師協会から世界
で最も活躍した道化師「Clown�of�the�year」として表彰されました。
今後10年ほどかけ、現在の倍程度の組織になれば、全国の小児病棟
にクラウンを届けることができますし、海外の病院、被災地、戦地
でも効果的な活動ができると思います。� （理事長　大棟耕介）

2010.12.6 付　読売新聞朝刊特集面

ウクライナの小児病棟を訪れ、小児が
んの子どもと交流する大棟さん（2009
年撮影）。22年にはこうした写真を集
めた展示会も全国各地で開催。２月に
はワルシャワに行き、ウクライナから
の避難者にパフォーマンスを見せた

コロナ禍でもできることを意識
Clown of the yearとして表彰近況

第８回　2010年度　一般部門
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　理事長を務めるＮＰＯエコ平板防塵マスク支援協会は、東日本大震災、熊本地震の被災地14か所の福祉作業
所などと連携し、復興モザイク造りを実施しました。材料には津波で流された住宅・木材・瓦礫のほか、浜辺の
砂岩、大理石、玉石などを使用。障がい者も参加し、プロジェクトに取り組みました。作品は岩手県陸前高田市
の奇跡の一本松記念モニュメントを含む10か所の工事に採用されています。モザイクパーツを一つ一つ埋め込
む緻密さと根気をベースとしたアート実現に被災地の人たち
と取り組んだ10年でした。
　コロナ禍においては、作業の標準化・容易化を図り、小型
の花などのモザイクパーツ制作へと舵を切りました。多数の
小さなパーツを一つの大きな作品に統合するコンセプトです。
東京オリンピック選手村近くの公園にはオリンピック記念モ
ニュメントを設置。豊島区が都内で唯一、SDGs指定都市とし
て認証されていることから、池袋サンシャイン通りにSDGs
モニュメントを区内の３作業所と共同で制作しました。また、
2022年10月よりウクライナ避難民を支援し、ヒマワリのモ
ザイクを製作しています。２月末に完成する長野県上田市新
庁舎屋外工事に採用が予定されています。� （橋田隆明）

2011.12.6 付　読売新聞朝刊特集面

SDGsモニュメントの製作（2019年
9月、豊島区サンシャイン通りで）

被災地で復興モザイク造り
ウクライナ避難民の支援も近況

第９回　2011年度　一般部門
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　浅めし食堂を始めて10年目で、理事長の医師が隣接地に開設
した高齢者施設内に移転し、施設のお年寄りの給食も提供してい
ます。食事の味付けが濃い青森県民は薄味の給食は美味しく感じ
られず、味がないと言ってなかなか受け入れてくれませんでした。
しかし、続けるうちに、味だけが問題ではなく、利用者とのコミュ
ニケーションが取れていないと気付きました。進んで話しかける
ようにしたほか、一般のお客さんと利用者が一緒に生け花体験を
したり、利用者に店の玄関に花を植えてもらったりするなど、た
くさんのことに挑戦しました。すると、自然に利用者さんから「今
日のご飯美味しかったよ」「懐かしい、また食べたい」と言って
くれるようになりました。90歳過ぎの方は他の方が食べた食器の下膳もしてくれ、
「私の生きがいだ」と言ってくれます。「ずっと通い続けたいと思うような居場所」
にしたいという思いが大事だということを教えてくれました。移転後は、真空調理
という調理法を取り入れて惣菜も真空パックで販売をしています。「県外で一人暮
らしの子どもに送りたい」「日持ちもする」と人気になっています。これからは惣
菜セットのネット販売が出来ればと思っています。� （副理事長　三国亜希子）

2011.12.6 付　読売新聞朝刊特集面

▲食堂で行われたクリスマス会
（2021年12月）

◀
真
空
パ
ッ
ク
の
惣
菜

ずっと通い続けたい居場所を
高齢者施設内に移転、施設の給食も近況

第９回　2011年度　高齢者福祉部門
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　設立当時の調理人は若い後継者に自分の培った腕と味を引き継ぐべく、「一人前になるまではやめられん」と
互いに励まし合い、存分に活動してくれました。手作りから得られる独自の味を出せるようになった若者にバト
ンタッチをして当初のNPO事業から分離し、現在は高齢者宅の配達も含め300食を毎日作り、テイクアウト専
門店も開店しました。その矢先に新型コロナウイルス感
染症の波に巻き込まれ、経営面では大きな打撃を受けま
したが、国の持続化給付金等を受け、ようやく次への一
歩を踏み出したところです。
　地域課題の一つはコミュニティーの希薄化です。そこ
で、人と人とがつながり、誰でもいつでも集える市民交
流の場「まちの縁側」と題して、「こらぼハウスそら」を
設立しました。高齢者からパパ・ママ、小中学生と多世
代の方々が遊びや勉強にきてホッと一息つける居場所を
提供しています。趣味や健康づくり体操、指ヨガや親子
ひろばなど。集まった人の笑顔の輪が小さな縁側から大
きく広がるよう新たな街づくりにトライしたいです。
� （代表理事　北川照子）

2012.12.4 付　読売新聞朝刊特集面

知らない人たちともいつの間にかママ友に
なれる親子ひろば（2022年11月）

作る人も元気食べる人も元気を
ホッと一息つける居場所も提供近況

第10回　2012年度　高齢者福祉部門
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　2016年4月に「一般社団法人手話エンターテイメント発信団oioi」として法人化し、活動拠点を大阪市北区
に移しました。以前は手話を使ったコントや歌などのパフォーマンスが中心でしたが、手話や耳がきこえない人
のことについて学べるワークショップや講演も開始いたしました。エンタメ集団ならではの「楽しい講座」とし
て、小学校から大学、専門学校、一般企業、地域の人権講座など、様々な所で好評をいただいております。
　また、コロナ禍をきっかけにオンライン手話講座を開
講し、北海道から沖縄まで全国各地の方々に手話の楽し
さをお届けできるようになりました。他にも、ダンサー
や歌手、演奏者らとのコラボによる手話パフォーマンス、
オリジナル手話体操づくり、きこえない人に関する啓発
本の出版、短編映画の制作など、あらゆる角度から手話
普及活動に力を注いできました。おかげさまで22年度は
150件のイベント出演を予定しており、少しずつ手話や
きこえない人の存在を身近に感じてくださる方が増えて
いるのを実感しています。今後も引き続き、エンターテ
イメントの力で社会の関心を高め、バリアクラッシュの
実現を目指します。� (代表理事　岡﨑伸彦)

2013.12.3 付　読売新聞朝刊特集面

手話によるコントを上演（2022年11月20
日、奈良県生駒市で）

コロナ禍機にオンライン手話講座
22年度はイベント150件出演へ近況

第11回　2013年度　一般部門
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　移動販売の訪問先も徐々に増えて18か所ほどになると、商品の確保や補充・準備にかなり手間がかかるよう
になりました。当然ながら訪問先ごとに売れ筋商品があります。〇〇地域は野菜をたっぷりとか、△△施設は総
菜の他に日用品を忘れないようにとか。予想が的中する楽しみがあり、期待外れで残ってしまった総菜の多さに
難渋することもある日々です。
　そんな中、コロナの拡大で施設への訪問は次々に中止となり、今も半減したままですが、スタッフの協力など
で人件費の削減と黒字化を図っています。対面販売はできま
せんが、入居の方から注文を聞き、ファクスして下さる高齢
者施設があります。書かれているのは歯ブラシ、ティッシュ、
パッドなどの実に様々な生活用品や食品です。各人の暮らし
に必要な品々が何かを考えると疎かにはできません。また「よ
らんカーが来るから近所の人と話ができる」とマスク姿で
早々と買い物に来られる地域の方々も私達の励みです。
　いただいた副賞は主に「よらんカー」の車検・メンテナン
ス等に使ってきました。高齢者率約38％の当市では移動販売
の必要性は増すばかりです。この活動がもっと広がることを
願っています。� （代表理事　小宮田鶴子）

2013.12.3 付　読売新聞朝刊特集面

個人宅の車庫を借りて開く移動販売。
合図のメロディーに近所の方々が野菜
や総菜などを購入に訪れる

「よらんカーが来るから話ができる」
高齢化進み移動販売の必要性増加近況

第11回　2013年度　高齢者福祉部門
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　私達は「障害者クライミング普及活動を通じて、多様性を認め合えるユニバーサルな社会を実現し、より成熟
した豊かな社会を創ります」をビジョンに、全国で活動を継続しています。クライミングは、競い合わず、誰も
が同じ場所、同じルール、同じ仲間と一緒に楽しむことができ、多様性理解、共生社会の促進の機会にもなりま
す。私達はこの特性を活かし、2012年から障害者など多様
な人が交流を図ることを目的としたイベントを毎月東京で開
催。14年からはこのイベントを、札幌を手始めに函館、富山、
甲府、横浜、名古屋、大阪、松江、徳島、高知、岡山、広島、
福岡、熊本の各地で立ち上げ、発展支援を行ってきました。
　しかし、コロナ禍で開催中止が続いた影響は大変に大きく、
再開を試みても参加者のみならず、運営スタッフ離れも顕著
で、以前の状況に戻すことに苦慮しています。しかしながら、
22年からは新たに仙台、浜松、京都、鳥取、北九州、宮崎で
のイベントを立ち上げました。今後、既存地域の支援と並行
して続け、全ての都道府県で交流型クライミングイベントを
行い、多様性理解の促進と共生社会の実現を届けられるよう、
辛抱強く前に進んでまいります。� （代表理事　小林幸一郎）

2014.12.7 付　読売新聞朝刊特集面

クライミング体験が初めての参加者
に、ルールから楽しみ方までを教える
講習会

コロナ禍で開催中止相次ぐ
22年から新たにイベント追加近況

第12回　2014年度　一般部門
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　百歳体操の普及と継続を目標に活動しています。多くは体操会場のお世話役支援ですが、事業として百歳新聞
を発行しています。受賞を機に新聞は定期発行ができるようになりました。記事は元気な体操会場や超高齢お元
気さんの紹介、健康情報や応援団活動の報告などです。取材
から校正まで印刷以外は団員の手作りです。お世話役からは
「他の会場の様子がわかり、参考になる」、「新聞に載ると会
場が元気になる」などの声が寄せられます。ただ、コロナ感
染拡大で体操を取り巻く状況は激変しました。感染者が増え
るたびに高知市の要請で体操は休止。会場や体操参加者が減
少し、閉じこもりや虚弱高齢者が増加しています。応援団の
活動も新聞発行だけになっています。コロナ禍で協力の得ら
れる体操会場を探して取材して載せているほか、地域包括支
援センターの紹介や介護保険以外のサービスを特集した記事
も好評で改めて新聞の役割を認識しました。取材した参加者
やお世話役は実に元気です。住民力による百歳体操は高知の
お宝。元気な会場や支援者を巻き込めば体操継続の鍵はきっ
と見つかると思っています。� （理事長　細川芙美）

2014.12.7 付　読売新聞朝刊特集面

コロナ禍でも頑張っている体操会場を
紹介した百歳新聞第21号

コロナ感染増のたびに体操中止
百歳新聞の定期発行などに活路近況

第12回　2014年度　高齢者福祉部門
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　受賞から７年。当時はできなかった「車いす整備」の活動をJICA草の根などを利用して、インドネシア、カ
ンボジア、ネパールで行ってきました。
　車いすは定期的な整備や修理により、安心・安全に使うことができます。また、使用者にとっては「足」なの
で、壊れた場合には大変です。当会のベテラン整備者が現地に行き、ワークショップを数回開きました。ワーク
ショップ後も、現地の人々が、仲間に整備技術を教えられるかも確認してきました。
　国内では「車いすの学校」と題して、一般の方、学生さんなどに車いす整備のイロハを教えることを月２回行っ
ています。
　もともと旅行者に託して飛行機で運ぶ形ですが、コロナ
渦中は、３つの会社が善意でコンテナに車いすを入れて運
んでくださいました。車いすを使う方の体形に合わせて、「あ
なたへの車いす」という主旨は変えずに届けることができ
ました。今、少しずつ旅行者が戻ってきています。来年で
25年となる活動ですが、3200台もの車いすが世界81か国
に届いています。また、戦禍に苦しむウクライナにも他の
団体と協力して、３月末までに車いす500台を発送する予
定です。� （代表理事　吉田三千代）

第13回　2015年度　一般部門

2015.12.7 付　読売新聞朝刊特集面

海外での車いす整備の活動

アジアの国々で「車いす整備」
国内で「車いすの学校」近況
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　2013年実施の聴覚障害者の観劇意識調査では、観劇サポートが充実すれば観劇希望のトップに劇団四季が挙
げられていました。どうにかして実現できないものか模索していたところ、TA-net（シアター・アクセシビリ
ティ・ネットワーク）会員から第23回全国中途失聴者・難聴者福祉大会で観劇サポート付きで企画したいとい
う相談を受けました。読売福祉文化賞の副賞について私達らしい使い道はないかと考えていたので、この企画
でポータブル字幕及びヒアリングループのレンタル費用を
賄い、参加者にはチケット代のみで楽しんでいただけま
した。この時の参加申し込みが150席に対し318人。予約
開始から1時間足らずで受け付けを締め切るという実績を
残せたことで、翌2018年2月にスタートした劇団四季公
演での多言語字幕サービス実現への足掛かりとなったもの
と確信しています。おかげさまで設立10周年を迎えた今、
TA-netは「舞台手話通訳」に重点的に取り組んでいます。
全国各地で舞台手話通訳・字幕付き演劇が上演され、TA-
netの合言葉である「みんなで一緒に舞台を楽しもう！」
が実現する日まで引き続きご関心をお寄せいただき、ご支
援ご協力いただけますと幸いです。�（事務局長　石川絵理）

2016.12.6 付　読売新聞朝刊特集面

観劇者に手話と文字でポータブル字幕の
使い方の説明をするメンバー（第23回全
国中途失聴者・難聴者福祉大会で）

副賞で劇団四季の観劇支援
多言語字幕サービス実現へ近況

第14回　2016年度　一般部門
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　設立以来、活動が社会的課題の解決に貢献しているだろうかという不安がありました。読売福祉文化賞の贈呈
式で、「住民参加で困難にある人を支える活動を継続し、地域文化の醸成に寄与した」という言葉をいただき、
市民活動の根っこが評価された喜びと、このまま継続していいのだという勇気を得て皆で喜びあったことを思い
出します。使途が法人に任されていた副賞は、職員の研修と環境整備、就労継続B型事業所の商品開発などに使
わせていただきました。その後、社会的に支援が不足していた
自閉症スペクトラム児・者の支援に力を入れ、幼児期から高齢
期までを一貫して支援できる道筋がようやく見えてきました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、20年か
かって地域に認知され、今後も期待されていた地域交流サロン
と食堂を閉めざるを得なかったことは辛い決断でした。そんな
中で2022年、次世代リーダーを中心に未来目標を作成しました。
目指すは「選ばれる支援」「働きたくなる職場」「応援したくな
る法人」です。11月には長年要望の高かった「短期入所」を始
めました。家族介護の軽減と本人の自立の一歩に役立ちたいと
思います。これからも多くの人と協働して夢を形にする取り組
みを続けていきます。� （代表理事　中村祥子）

第14回　2016年度　高齢者福祉部門

2016.12.6 付　読売新聞朝刊特集面

自閉症スペクトラム児者支援に力点
要望高かった短期入所もスタート近況

短期入所の方の食事風景。マイブー
ム「のっけ丼」
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　私どもは副賞を活用して「いけばな療法」の社会参加モデル「いけばな街道」を2018年に試験的に始めまし
た。これは、認知症、不登校、ひきこもり、ひとり親、DV被害者といった社会とつながりにくくなりがちな人々
のいけばな作品をまちづくりの場などで展示し、社会で役割
を持つことにつなげるイベントです。枯れても色あせない花
「スターチス」をやさしい社会を象徴する花として広げ、誰
もがそれぞれに合ったスタイルで社会参加することの重要性
を広める活動として、日本のみならず海外でも展開していま
す。この活動を通じ、花の生産地や種苗会社、関連企業、福
祉、医療、教育といった分野の人々と協働し、「いけばな療法」
のネットワークは拡大しました。受賞時に公言した「日本い
けばな療法学会」も2019年に設立し、コロナ禍でのオンラ
インの普及もあって、「いけばな療法士」の養成は全国に広
がっています。2022年には「いけばな療法の世界」＝写真
＝を出版し、次は英語版での出版にも取り組み、世界に「い
けばな療法」を広めて日本文化の社会的価値を伝え、人類の
幸福に貢献できたらいいなと思います。�（理事長　浜崎英子）

2017.12.7 付　読売新聞朝刊特集面

いけばな街道2022でスタ
ーチスの花空間のライブ映
像を発信する浜崎さんら

色あせないスターチスを象徴に
社会参加のいけばな街道実施近況

第15回　2017年度　高齢者福祉部門
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　昨今の環境変化による様々なイベントの中止が続き、当団体の活動も変化を余儀なくされました。そこで、
2020年４月に仲間たちと動画配信「みらクルTV」を設立し、オンラインによる視覚障害者への囲碁普及を開
始しました。視覚障害者同士の対局では、打った場所を数字で教え合うため、言葉のやり取りだけで完結できる
という大きな発見もありました。
　また、21年４月、視覚障害者（弱視）で初めて日本棋院の院生になった岩﨑晴都君がメディアでも紹介され
たことをきっかけに、今までのアイゴを弱視向けに改良、コス
トも落としたアイゴツーを開発し、岩﨑君のプロ棋士への道に
も協力しています。22年８月、視覚障害、聴覚障害、高次脳
機能障害、脳性まひなどの障害者と健常者が共に対局する「誰
でも囲碁大会」を東京・市ヶ谷の日本棋院で初開催しました。
　今後の目標は、以前のように全国の盲学校、視覚障害者協会
へのアイゴ寄贈を再開させつつ、オンラインでの囲碁指導等、
継続的な囲碁普及、そして障害の有無に関係なく、囲碁で繋が
れる「誰でも囲碁大会」を２回、３回と続け、さらに囲碁を広
めたいと考えています。
� （日本視覚障害者囲碁協会代表理事　柿島光晴）

2018.12.11 付　読売新聞朝刊特集面

オンラインで視覚障害者に普及
「誰でも囲碁大会」も初開催近況

初めて開催された「誰でも囲碁大会」
（中央奥が柿島さん）

第16回　2018年度　一般部門
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　新型コロナウイルスが流行し始めた2020年秋頃から地域の文化団体が活動を中止して静寂を保つ中、私ども
は、地域活性化のため、また自分達のために、コロナ対策を万全にしながら活動を継続してきました。
　「コロナで出かける機会が減った中、楽しい集まりの場を作ってくれました。元気が出ました。感謝しています。
高齢者のあこがれの的。これからもガンバレ！」と、多くの皆さんから温かい激励の言葉をいただいております。
副賞の100万円は、年に１度、釧路市内の小ホールを借り
て行う定期公演（定員200人。午前・午後公演、入場料無料）
の会場費や広報費、印刷費、通信費などに充当させていた
だいております。
　団員の平均年齢も71歳になりました。最近、取り上げま
したテーマは、免許証の返納を考える「オー！マイカー」（釧
路警察署と共催）。高齢夫婦の望ましい関係を考える「夫婦
雛～いかされて～」などです。23年度は、孫チャン世代と
高齢者の交流を考える「孫は�やさしい」の上演を考えてお
ります。これからは、若い仲間を誘って、次のステップへ
向け、一歩前進していくことを目標にしております。
� （事務局長　佐藤伸邦）

2018.12.11 付　読売新聞朝刊特集面

年老いた親との繋がりを考える「＃ポッ 
ポッ ぽ ハートポッ ぽ」の公演（2022
年３月）

「高齢者のあこがれの的」　
コロナ対策施し公演継続近況

第16回　2018年度　高齢者福祉部門
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　読売福祉文化賞により、その後のコロナ禍を乗り切ることができつつあります。都内地域家族会連絡協議会参
加の家族会も30家族会（準備会含む）まで拡大してきています。
　コロナ禍で特に電話相談及びグループ相談会のピアサポーター養成に力を入れております。電話相談員を２人
に増員し、更に養成することにより拡充を進めています。また、グループ相談会は専門のカウンセラーとピアサ
ポーターとの連携により、複雑化するひきこもり家
族の支援をより強化することにつながりますので、
ピアサポート相談員養成講座を現在開講中です。
　一方、ひきこもりからの回復過程で重要な居場所
のカフェ葵鳥もボランティア（ピアサポーター含む）
によって支えられております。５月28日には、テ
レビ朝日の番組「日本のチカラ」で「青い鳥のカフェ�
～ひきこもりからの一歩～」と題して放送され、全
国から大きな反響をいただきました。今後、地域の
ひきこもりに対する偏見をなくして、多様な生き方
に寛容な地域共生社会の実現に向けて、尽力してい
きたいと思います。� （理事長　市川乙允）

2019.12.8 付　読売新聞朝刊特集面

電話相談やピアサポ養成に力点
家族会30に拡大 居場所事業も近況

居場所になるカフェ葵鳥での話し合い

第17回　2019年度　一般部門
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